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1.は じめに
一般的に

、言語転移はL1あ るいは既習の言語から習得中の言語への影響 と考えられ

ているが、言語間の影響はこのような一方通行 とは限らない。習熟度の高いL2学 習者

やバイ リンガルの場合、反対にL2の 言語の特徴がL1を 使用する際に影響を与えるこ

とも考えられる(Kecskes&Papp2000)。
一方

、人間は社会的な存在 として、 日常生活において誰かに何かを頼んだ り、頼ま

れたりすることが頻繁に行われている。清水(2009)で は、依頼 とい うのは生活で欠

くことのできない言語活動と言われ、中間言語語用論研究においても、しばしば研究

対象 として取 り上げられてきた(浜 田1995、 李2002、 関口2007な ど)。 しか し、こ

れまでの 「依頼」に関する中間言語語用論研究の大半は、母語 と第二言語の影響 の方

向は母語から第二言語に限定されてお り、言語転移の双方向性、特に第二言語が母語

に及ぼす影響に焦点を当てる研究は少ない。

そこで本研究では、 「依頼場面」における言語逆行転移にっいて調査を行 う。

2.先 行文献

Cook(2003)は 「逆行転移(reversetransfer)」 を 「第二言語か ら第一言語 への影

響」と定義 している。語用論 レベル の言語逆行転移に関す る研究 はBl㎜ 一Kulla(1990)、

Blum-Kulla&Sheffer(1993)、Cenoz(2003)、 山田(2010)な どがある。

B1㎜ 一Kulla(1990)とBl㎜ 一Kulla&Sheffer(1993)に よ り、ヘブ ライ語 に堪能なア

メ リカ人 に依頼調査 を行い、イスラエル人 のパター ンともアメ リカ人 のパ ター ンとも

異な り、独特 の依頼の規範 を作 り出 してい ることを明 らかに してい る。

また、Cenoz(2003)は 英語 に堪能 なスペイ ン語話者 と英語 の習熟度が非常に低 いス

ペイン語話者 を対象 に調査 した結果、英語 に堪能 なグルー プは英語の習熟度 が低 いグ

ル ープ より、相 手の ファース トネー ムを呼びかける頻度 が高 く、直接的な表現 を使用

す る頻 度が低 く、間接的なス トラテ ジー を多用す るな ど、第二言語の学習は母語 の語

用 に影響 を与 えてい ることを明 らかに して、第二言語 の学習で得た語用に関す る言語

能力 はL2使 用者 の頭 の中で一つ のシステム として母語 にも第二言語 にも作用 してい

ると指摘 してい る。

山田(2010)は 英語 に接触す る頻度の異な る日本人大学生の断 りの発話行為 を調査

した結果、英語 に接触す る頻度の高い グル ープの選択 した断 り表現には、断る相 手 と

の距離の変化 に応 じて断 り表現 の丁寧度 を変化 させ る傾 向が見 られ ない とい う点 に、

学習言語であ るアメ リカ英語での断 り方 の影響が窺える と報告 した。

Cook(1991)は マル チ コンピテンス(multicompetence)と い う概念を提出 し、この
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概念では、母語 と第二言語の言語知識(文 法 ・語彙など)が 一人の頭の中で別々に存

在するのではなく、複合されて存在するとしている。よって、言語転移の双方向性、

及び第二言語が母語 に対する影響に着 目した研究も重要な意味を持っていると思われ

る。先行研究は、ここ十数年間で少 しずつ増えてきているが、未解明な部分がまだ多

く、村端 ・村端(2016)で は 「質 ・量、両面からみれば、その研究はまだ萌芽期にあ

るといってもよい」 と逆行転移に関する研究を評 している。

そこで、本稿では先行研究を踏まえながら、中国語を母語 とする日本語L2使 用者が

依頼場面での言語逆行転移について考察することを目的 とする。

3.研 究概要

3.1調 査対象

本調査の対象者はCC(日 本語学習歴のない中国語母語話者)、JFL(中 国国内にい

る中国語を母語 とする目本語L2使 用者)、JSL-1(日 本滞在2年 以下の中国語を母語

とする日本語L2使 用者)、JSL-2(日 本滞 在2年 以上の中国語を母語とする日本語L2

使用者)、JJ(中 国語学習歴のない日本語母語言諸)は すべて20代 の大学生か大学院

生であり、JFL、JSL-1、JSL-2は 日本語学習歴2年 以上かつ 日本語能力試験N1の 中国

語母語話者である。各グループの調査参加者はそれぞれ30人 、合計150人 である。

3.2調 査方法

Kasper&Schmidt(1996)は 語用論的能力に関して、文脈 としての社会 ・文化的要

因の作用を強 く受けるので、外国語学習(JFL)よ り第二言語学習(JSL)の 環境のほ

うが促進 されやすい と指摘している。一方、日本語の会話では、相手 との親疎 ・上下

関係など社会的要因の影響を受け、マツモ ト・工藤(1996)で は個人主義の文化の人々

と比べ、集団主義の文化の日本では 人々は自分の属 している集団内部の関係、地位の

異なる人の上下関係により注意 ・ 関心 を払 うと指摘 されている。そのため、本調査

は、聞き手の話 し手に対する親疎関係 ・上下関係及び調査参加者属性 とい う2つ の変

数を組み合わせてデザインした。聞き手の話 し手に対する親疎関係 ・上下関係は、対

等な関係で親 しい(友 人)、 対等な関係で親 しくない(あ ま り話 したことのないクラス

メイ ト)、 上下関係で親 しい(親 しい先生)、 上下関係で親 しくない(面 識のない先

生)の4水 準とし、調査参加者の属性はCC、JJ、JFL、JSL-1、JSL-2の5水 準 とした。

依頼場面の内容はすべて 「レポー トの作成 に必要な本を借 りる」といった学生がよく

遭遇 しそ うな場面に した。

各場面で自分ならどう依頼するかを調査参加者に答えてもらい、質問紙に選択 し、

記入 してもらった。質問紙は、日本語版質問紙と中国語版質問紙の2種 類があり、 日

本語母語話者には 日本語版質問紙 中国語母語話者には中国語版質問紙に答えてもら

った。 日中両版の質問紙は内容が同じであり、多肢選択アンケー トと談話完成テス ト

とを組み合わせて作成 したものである。また、調査参加者の選択によって会話の展開

が変わる。
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多肢選択アンケー トの問題例を以下に示す。

あなたはレポー トを書 くために 『現代 日本語』 とい う本が必要ですが、図書館には

なく、仲の良い友達が持っていることが分か りました。友達に頼んで ください。

あなた:ね えね え、

A:ち ょっと相談 したいことがあるんだけど、今いい?

B:ご めんね、ちょっと相談 したいことがあるんだけど、今いい?

C:『現代 目本語』 とい う本、貸 して。

D:ご めんね、 『現代日本語』 とい う本、貸 して。

E:『 現代 日本語』 という本、借 りてもいい?

F:ご めんね、 『現代日本語』 とい う本、借 りてもいい?

G:そ の他:

談話完成テス トの問題例は以下に示す。

友達:う ん、いいよ。 どうしたの?

あなた:(本 を借 りたい理由を書いてください)

3.3分 析方法

関口(2007)の 意味公式を参照 し、質問紙か ら得 られたデータから依頼ス トラテジ
ーを表1の ように分類 した

。

表1依 頼ス トラテジーの分類

纐

ス トラテジー
機能 例文

予告
依頼することを予告 したり、話題の方向

付けをしたりする表現 。

「相談 したいこ とがあり

ますが。」

(有件事想和弥商量。)

宜接依頼 宜接に相手に動作を依頼する表現。
「本 を貸 して ください。」

(清借我一本鵠 。)

間接依頼
希望、願望表現、相手に選択肢を与える

表現。

「本 を借 りてもいい?」

(可以借我一本需喝?)

負担軽減
相手の負担を軽減するために強制しない

表現。

「ご都合が良ければ……」

(如果方便的活……)

お詫び 謝罪表現。
「申し訳 ありません。」

(不好意思)

感謝 感謝表現。
「あ りが と う。 」

(謝謝)
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また、SPSS19を 使用 し、二元配置分散分析の方法で分析 を行った。多肢選択アンケ

ー トのデ・一一一タを分析す る際、自由度(F)、 有意確率 ψ値)1と 効果量(vb2を 見て

言語転移を検定していく。
一方

、会話完成テス トの結果を分析する際、データにおける特別な表現を抽出し、

言語逆行転移の可能性について検討を試みる。しかし、日本語学習以外に、日本語L2

使用者の発話が影響する要素も考えられるため、あくまでも非常に可能性の高い推定

であ り、ほかの要素を否定し排除しているわけではない。

4.結 果および分析

本章では、依頼場面における語用論的言語逆行転移、及び、データにおける言語逆

行転移の実例について考察を試みる。

4.1依 頼場面における語用論的言語逆行転移

ある言語の語彙や文法体系に熟達しても、相手に対 して失礼なことやふさわしくな

いことを話 して しまい、誤解が生じることがある。この問題の要因の一つとして語用

論的能力が考えられる。本節では、L2の 日本語の熟達渡 が高い中国語母語話者は母語

で依頼する際、発生 した語用論的言語逆行転移について報告 してい く。

まず、属性 と予告ス トラテジーの関係性 を表2に 示す。

表2属 性と予告ス トラテジー

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 η2

対比

誤差

459,700

167,100

4

12

114,925

13,925

8,253 0,002 0,340

結果はF(4,12)=8.253、p=0.002≦0.01、 η2=0.34(効 果量大)で 、属性の5つ の

水準の問に高度な有意差が得 られた。すなわち、属性によって、予告ス トラテジーの

使用が異なるということが明 らかになった。本調査では、CCは 予告ス トラテジーの使

用が少 なく、依頼する前に予告する傾向が見 られなかったが、 日本滞在経験のある

JSL-1とJSL-2の グループは、友人を相手に本を借 りる場合を除き、 「有件事想和伽

商量」(相 談 したいことがあるんだけど)な どの表現を多用 し、JJの グループと同じ

く依頼する前に予告する傾 向が見られた。 ゆえに、予告ス トラテジーの使用上で言語

逆行転移が発生 したと言えよう。

1有 意確 率:あ る結果 が偶然 発 生す る確 率
。p値 ≦O.05(有 意 差が あ り、言語 逆行

転 移の 可能 性が考 え られ る);p値 ≧0.05(有 意差 がな く、言 語逆 行転 移 が起

こらなか った)

2効 果量:効 果 の大 き さ
、 実験 的操作 の効果や変数 問 の関 係の強 さを表 す指 標。

02=O.01(効 果量小);η2=0.06(効 果量 中);〃2=0.14(効 果量 大)
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また、直接依頼ス トラテジー、間接依頼ス トラテジーの使用 と属性の関係性を示 し

たのが表3で ある。

表3属 性と直接 ・間接依頼ス トラテジー

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 η2

対比

誤差

128,300

44,500

4

12

32,075

3,708

8,649 0,002 0,331

その結果、F(4,12)=8.649、p=O.002≦0.01、 η2=0.33(効 果量大)で 、属性の5

つの水準の間に高度な有意差が見られ、属性によって、直接依頼ス トラテジー、直接

依頼ス トラテジーの使用が異なるとい うことが明確 となった。関口(2007)で 、中国

語母語話者は依頼する際に直接傾向があるのに対 して、 日本語母語話者は間接的に依

頼する表現を多用すると指摘 している。 しかし、本調査では、 どのグループでも間接

依頼ス トラテジーを使用する傾向があった。 とはいえ、 日本滞在歴の長いJSL-2が 相

手を目上の人とする場 合直接依頼ス トラテジーを全然使わず、他のグループより間接

的に依頼す る傾向が強かったため、直接依頼ス トラテジーと間接依頼ス トラテジーに

おいて言語逆行転移が起こった可能性が考えられる。

次に、負担軽減ス トラテジーの使用 と属性の関係性を示 したのが表4で ある。

表4属 性と負担軽減ス トラテジー

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 η2

対比

誤差

88,800

70,400

4

12

22,200

5,867

3,784 0,033 0,243

その結果 、F(4,12)=3.784、p=O.033≦0.05、 η2=0.24(効 果量大)で 、属性の5

つ の水準の間に有意差 が見 られ、属性 によって、負担軽減 ス トラテ ジーの使用が異な

るとい うことが認め られ た。本 調査では、JJが 負担軽減ス トラテ ジー を使用す る傾 向

が見 られた一方、CC、JFLとJSL-1が 依頼す るときに負担軽減 ス トラテ ジーの使用が

少 な く、日本滞在歴 の長 いJSL-2だ けJJと 同 じく負担軽減 ス トラテ ジー を使用す る傾

向が見 られ た。 したがって、JSL-2に ついては負担軽減ス トラテ ジー の使用 において

言語逆行転移 が発生 した と思われ る。

なお、感謝 ス トラテジー の使用 と属性の関係性 を示 したのが表5で ある。
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表5属 性と感謝ス トラテジー

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 η2

対比

誤差

66,700

73,300

4

12

16,675

6,108

2,730 0,079 0,409

F(4,12)=2.730、p=0.079≧0.05、 η2=0.41(効 果量大)で 、属性 の5つ の水準の

間に有意差 が見 られなかった。 つま り、属性によって、感謝ス トラテ ジーの使用 が異

なるとい うこ とはなく、言語 逆行 転移 が起 こらなか った と考え られ る。

最後、お詫び ス トラテジーの使 用 と属性の関係性 を示 したのが表6で あ る。

表6属 性とお詫びス トラテジー

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 η2

対比

誤差

268,700

108,100

4

12

67,175

9,008

7,457 0,003 0,428

その結果、F(4,12)=7.457、p=0.003≦0.01、 η2=0.43(効 果量大)で 属性 の5つ

の水準の間 に高度 な有意差が認 め られ た。 よって、属性 によってお詫 びス トラテ ジー

の使用が異な る とい うことが明 らかになった。本研 究では、CCの 依頼 ス トラテジーに

おいて、感 謝 の表現が多用 され てい るが、お詫びの表現 はあま り使用 されていない。

しか し、 日本滞在歴の長いJSL-2は 、 目上の先生 を相手 として本 を借 りる場 合、JJと

同 じく、お詫び のス トラテジーを使用す る傾 向が見 られた。 よって、お詫 びス トラテ

ジーの使用上 に言語逆行転移 が発 生 した と考え られ る。

4.2言 語逆行転移の実例

本節では、談話完成テス トへの返答において特別で、言語逆行転移だと思われる例

を挙げて検討 したい。

(1)返 本わ都没有。 (JSL-2・ 友 人)

訳文:こ の本 はない。

現代中国語では 「没有」は動詞 「ある」の否定を示 し、存在 しない、持っていない

とい う意味を表す。また、発話す る際、存在 しない、持っていないものが 「没有」の

前に来るのは一般であるが、例1で は、日本語の語順 と同様に、 「没有」が語末に来

てしまっている。このような現象は 日本語学習による影響と推測 した。

(2)然 后我悠借返本有想。 (JSL-1・ 面識のない先生)
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訳文:こ の本を借 りたいと思います。

また、中国語では 「想」の後に、動詞 と名詞など具体の内容を表す言葉が来るのが
一般的であるのに対 し

、例2で は、日本語での 「と思 う」述語文の構造と同じ、 「し

たい と思 う内容+想 」になってしまい、 「想」が最後に出てきていることから、逆行

転移の可能性があると推測 した。

例1と 例2は 両方とも標準的な中国語の語順 と異なり、日本語の語順と似ていて、

語順の面で独特な表現を示 している。 しかし、個人差や地域の関係で、 日本語学習経

験のない中国語を母語 とする人でもこのような話をする可能性があるため、簡単に逆

行転移 と認定してはいけない。それゆえ、2人 のJSLに 語順に関 して、フォロー一アッ

プインタビューをしてみた。 「うちの故郷では、このような語順が逆になった話を言

う人が多 く、自分でも、語順のことにあま り注意 しなくて、いつも自由に話している

んだ」(JSレ2)、 「よく覚えてないけど、中国にいた時に、たまに逆語順で話をす る

こともあるかな一、でも、この前WeChatで 母 とビデオ通話 した ところ、よく倒置法で

話す ようになったねって言われちゃった」(JSL-1)。 上記のように、2人 とも日本に

来る前にも逆語順で話をしていた。特にJSL-2の 調査参加者は、倒置法をよく使 う環

境で育てられたことか ら、発話の語順が逆になったのは 日本語からの逆行転移である

とは判断できない。一方、JSL-1の 調査参加者は中国にいたときに、逆語順で話すこ

とがたまにあったが、日本に来た後、語順が倒置されることが多くなり、日本語学習

と日本語環境による影響を受けたと判定できるだろう。

(3)謝 樹称拝托了。(JSL-2・ 友人)

訳文:あ りが と う、お願い。

(4)謝 樹,拝 托了。(JSL-2・ 親 しい先生)

訳文:あ りが と うございます。お願 い します。

中国語の 「拝托了」とい う言葉は、ある事を してくれるよう頼む ときによく使われ、

「お願い します」に訳すことが可能である。 しかし、 日常生活でも頻繁に使われ る日

本語の 「お願いします」と比較すると、中国語の 「拝托了」はよりフォーマルな場合

あるいは重要なことを頼むときに使 うのが一般である。 日本語の教科書に早い段階で

導入 されてお り、また、 日本語環境に長期間滞在 したことによって、パターン化 した

「お願いします」が日本語L2話 者の母語に影響を与え、依頼するときに自然に 「拝托

了」を言 うようになるとい う言語逆行転移が起きたと推測できる。続いて、他の特別

な表現を分析 していく。

(5)太 感謝了,我 得到 了根大的幕助!(JSL-2・ 親 しい先生)

訳文:ど うもあ りが とうございます。 大いに助 けて くれ ま した。

(6)謝i射 悠,対 我 有根大幕助。(JSL-2・ 親 しい先生)
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訳文:あ りがとうございます。大変助かりました。

「幕助」は日本語の 「助ける」と同じ意味を表し、動詞 として使用することが多い。

一方
、名詞の 「幕助」は少しフォーマルな表現で日本語の 「援助」 「助け」に近いも

のである。例5で は 「幕助」を名詞 として使い、動詞 「得到」と接続 しているが、 「幕

助」を使って感謝 を表す ときにこの表現はほとんど使われず、 「恋給了我根大的幕助」

(大いに助けてくれました)の ほうが自然である。例5の よ うな表現が産出された理由

として、母語の中国語がL2の 日本語の授受表現に影響を受け、 「助けてもらう/助 け

をもらう」を連想 し、母語の使用に誤用が起きたと推測でき、言語逆行転移が発生 し

たと言えよう。

また、例6に おいては言葉の誤用はないが、特別だ と思われる原因は主語の欠如に

ある。 日本語では主語を省略する習慣があるのに対 して、中国語では主語がないと完

全な文にならないこともある。中野他(1997)は 中国人学生の日本語1乍文 を分析した

結果、主語が省略され るべきではない ところで、省略 されてしまうとい う例が多かっ

たことを発見 し、 「中国人学習者にみ られる主語の省略 しすぎは、おそ らく日本語教

育現場で主語無用を強調 しすぎたことか ら起こった現象だろ う」と指摘 している。例

6も 日本語に影響を受け、主語を省略 して しまっているが、この文を 「惣 寸我有根大

幕助」(大変役に立ちました)に 直 した方が自然である。

5.言 語逆行転移の要因に関する考察

前章では、依頼場面における言語逆行転移の実態について分析を行った。本章では、

言語逆行転移を影響す る要因について考察 していく。

① 第二言語 レベル

これまで、言語逆行転移の研究デザインで一般的な比較方法は、第二言語がよくで

きる人と、そ うでない人の言葉や行動を比較することである。 したがって、重要な変

数 となるのが第二言語 レベルの差で、多くの場合、能力 さのある二つのグループを調

査対象 としている(Cooketal.2006な ど)。 しかし、本研究では、依頼場面での語

用論的言語逆行転移について考察 してみた結果、日本語学習歴2年 以上かつN1に 合格

した第二言語 レベルの比較的に高いJFLが 依頼する際、言語逆行転移があま り起こら

なかった。第二言語 レベルが言語転移、言語逆行転移に影響を与えるのは否定できな

いが、第二言語 レベルはただ言語能力に限 らず、語用論能力も含めて考え、この第二

言語レベルの基準をより明確にする必要があると思われる。

② 母語 と第二言語の類似

言語転移を影響す る要因として母語 と第二言語間の類似点と相違点がよく挙げられ

る。佐野(2011)で は、単純な2言 語の構造的類似性で全ての転移を説明することは

できないが、母語 と第二言語の言語特性が類似 している時に、言語転移が生 じやすい
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とい う事実は否めない と述べ られている。本研究において、 「返本彩都没有」(この本

はない)の ような、標準的な中国語の語順の異なる一方、 日本語の語順 と同じの発話

が見 られた。発話者 に聞いた結果、逆語順の表現を使用 した 日本語L2使 用者は日本語

を学習する前にもたまに倒置法で話す ことがあるが、 日本に来た後、語順が倒置され

た母語での発話がより多くなったことが分かった。逆語順で発話する習慣のある母語

環境で育てられた 日本語L2使 用者のほうがSOV型3の 日本語に影響されやすいことか

ら、母語と第二言語の類似点も言語逆行転移に影響 している可能性も考えられる。

③ 第二言語環境での滞在歴

L2使 用者が どれだけ長い期間を第二言語環境で過ごしているかも言語逆行転移に

影響する要因の一つと思われ、 目標言語への接触頻度が高いと思われ る第二言語環境

のL2使 用者 の場合、言語逆行転移が起 こりやすい と指摘 している(Kasper&

Blum-Kulla1993な ど)。 本研究において、 「我得到了恨大的幕助」(大 いに私を助け

てくれました)な ど、日本語の特徴があ りつっ、標準的な中国語から逸脱 した表現は

日本滞 在歴の比較的長いJSL-2の 発話にしか見られないことから、第二言語環境での

滞在歴が言語逆行転移に影響 していることが実証された。よって、滞在歴が長 くなれ

ばなるほど、単にインプットにさらされる機会が増えるとい うだけでなく、より幅広

い社会的活動により深 く巻き込まれ、第二言語からの影響を強く受けるようになって

いくことが推測される。

④ 教室指導と教科書

教室では文法項 目の説明や誤 りに対する訂正があ り、メタ的言語知識まで習得 され

る特徴があると考えられている。一方、言語学習のインプットはまず教科書から始ま

り、特に初級の段階において教科書が重要な学習指標 としてみなされている。しかし、

教室指導や教科書により、訓練上の転移4が起こって しまい、ステレオタイプ的な理解

が強化可能性 もあると指摘している(Saito&Beecken,1997)。 本研究において、

日本語L2使 用者が母語で依頼するときに 「給悠添麻煩了」(お手数をおかけしました)

「拝托了」(お願いします)を 使用 したのが、日本語環境に長期間滞在することによっ

て、 「お願い します」がパターン化 したということ以外に、教科書からの影響 も考え

られる。また、 日本語L2使 用者が感謝を表す とき、 「ヌ寸我有根大幕助」(大変助かり

ました)の ような主語を省略した発話が観察された要因として 日本語の文において主

語が無用であることが 日本語教師によって強調 された可能性も考えられる。 よって、

教室指導 と教科書も言語逆行転移を影響す る要因の一つ と言えよう。 さらに、教室指

導や教科書では特定の状況のためのモデル文や 目標言語の特徴を教えることはもちろ

3主 語 ・目的語 ・動詞 とい う語 順 の類型
。

4言 語項 目の提示 の され方
、練習 の仕 方 に よって引 き起 こ され る誤 り。(Richards,Platt&Platt1992:

177)
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ん重要であるが、それぞれの状況で使い得る表現や言語のバ リエーションを認識する

ことも大切だと思われる。

以上、第二言語 レベル、母語 と第二言語の類似点、第二言語環境での滞在歴、教室

指導と教科書の方面か ら、言語逆行転移 を影響する要因について論 じた。また、本稿

では、中国語を母語とする日本語L2使 用者が依頼する際、L2の 日本語が母語の中国

語に対する影響が証明され、L2習 得においては、単なる母語か らL2の 転移とい う現

象にとどまらず、L2が 母語に影響を及ぼすこともあり、脳内に共存する言語の作用、

っま り複数言語 の双方向的な相互作用の可能性を示唆した。 この点は、 「複数言語を

完全に分離 した別々の言語 として捉えるべきではなく、脳内で相互に作用 しながら、

統合 された一つの体系を形成する存在である」とい うマルチコンピテンスを示す結果

となった。

6.ま とめと今後の課題

本研究では、中国語を母語 とする日本語L2使 用者が依頼場面での言語逆行転移の実

態を明らかにした。中国語を母語とする日本語L2話 者は母語の中国語で依頼す る際、

予告ス トラテジー、間接依頼ス トラテジー、負担軽減ス トラテジーやお詫びス トラテ

ジーを多用するようにな り、母語の中国語がL2の 日本語か ら影響を受け、言語逆行転

移が発生 した可能性を指摘 した。これらの調査結果をもとに、言語逆行転移を影響す

る要因 として、第二言語 レベル、母語と第二言語の類似点、第二言語環境での滞在歴、

教室指導 と教科書からの影響の4つ を挙げた。また、教師や教科書編集者は言語バ リ

エーションを大切にするべきことを主張 した。

本研究は横断研究であ り、グループ間の依頼表現の比較が行われた。第二言語学習

と滞在歴が母語に与える影響を検証するためには、個人あるいはグループ自体の第二

言語発達過程において、いつ、どのような影響が表れるのかを追跡調査するとい う縦

断的研究が必要であると思われる。また、本研究では、 「レポー トの作成に必要な本

を借 りる」といった学生がよく遭遇しそ うな場面を設定し、多肢選択アンケー トと談

話完成テス トを組み合わせて作成 した質問紙で調査を行ったが、あくまで筆者の意図

に基づいた調査方法で行われたため、より自然なデータを取得するため、できるだけ

日常生活の中での自発的な言語使用 ・行動を研究の対象 としていきたいと思 う。

7.研 究意義

中国語を母語とする 日本語学習者の数は年々増え続け、日本語を学習する経験のな

い言語共同体の内部では起こり得ない、 さまざまな事象が観察 されている。本研究で

は中国語を母語とする 日本語L2話 者の依頼表現に着 目し、第二言語が母語にもたらす

語用論的影響の可能性を指摘 したうえで、言語逆行転移に影響するいくつかの要因を

提示 した。

本研究により、まだ報告の少ない分野である第二言語から第一言語 への言語逆行転
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移の実例を挙げた点や言語逆行転移を影響す る要因について説明した点において、意

義があると考える。また、中国語を母語とする日本語L2話 者の第一言語の使用におい

て、中国語母語話者とも、日本語母語話者とも異なる特徴が見られ、L2言諸 の独特さ

が証明された。 日本語を学ぶ私たちは、いつまでたっても日本語母語話者のレベルに

到達できない学習者ではなく、母語に加えて 日本語を知っているユニークな存在 とし

て自分を捉えるべきだと考えている。
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